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京 都 府 南 丹 市

政策体系CD：

新規事業 時限事業

事業区分

（平成20年度実施事業）

【 事 業 の 概 要 】

①施策で目指す目標との関連付け

　　将来を担う人材育成という観点から、特別支援に係る多様なニーズに応えるべく、本市に

　おいては、通常学級に在籍する比較的軽度な障がいをもつ児童に対する支援を行う通級指導

　教室が設置されており、学習障害や構音障害、自閉症等の軽度発達障害児童への指導支援の

　場として機能している。

②事業を実施する必要性

　　未来を担う人材育成という観点から、学校教育に期待されるものは大きく、これらの負託

　に応えるために、特別支援教育に係る取組は重要である。なお、該当設置校（園部小学校及

　び宮島小学校は、南丹市内の17小学校の通級指導校として設置されている。

③未実施事項

　　未実施事項なし

④他にも効果が見込める施策があるか

　　第４章５　未来を担う人づくりを進める

　　＝特別支援教育に係る様々な取組と積み上げによる人づくりという点から＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【 前年度の評価を受けて改善した点等 】

　就学指導委員会との連携に関し、早期支援・早期発見の観点から、主に保育所・幼稚園を対

象とした就学指導委員会主管による「教育相談事業」の実施を検討協議した。（平成21年度か

ら本格実施）

【 事  業  費  の  推  移 】

【 主 な 支 出 の 内 訳 】

通級指導教室設置校[園部小学校・宮島小学校]の運営に係る経費

　　1,321千円（教育相談に係る担当教員旅費、特別支援教育用備品、発達検査用備品等）
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【 近隣市町村の取り組み状況 】

　同一事業が実施されている。

【 所 属 長 総 括 評 価 】

　特別支援教育に充実という観点から、特に重要な事業であると考える。学校教育法の改正に

よる特別支援教育の概念が広がり、より緻密な教育が求められることからも、今後も継続した

取り組みが必須であると考える。
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事　業　活　動　記　録

事業ＣＤ．

政策体系ＣＤ

活動内容

通級指導教室への通級希望者に係る発達検査及び、発達

に課題がある幼児児童の検査・相談

小学校通級指導教室事業

活動結果

寺田　成樹

通常学級に在籍する比較的軽度な障がいを持つ児童に対

する支援を行う通級指導を実施。（市内の設置校は、園部

小学校・宮島小学校）

相談実施件数：87件通年

通年 平成20年度通級児童数：32人

所管部局 教育委員会

活動日または時期


